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AI はセンセーショナルな話題
から企業による実践へ 

はじめに

1. インフラストラクチャの成熟度 3. AI に基づいて行動することに対
する確信 

 AI はもはや未来の夢物語ではありません。今まさに取り組むべき最優先
課題です。業界を問わず、AI が持つ可能性を最大限に活用した意思決定の改
善、繰り返し作業の自動化、エクスペリエンスのパーソナライズ、そしてイノベー
ションの促進が図られています。ところが、熱気が高まる一方で、準備は進んで
いません。

 実際、世界の経営幹部の 97％ が AI に期待を寄せ、運営への導入を計画し
ている一方で、AI を効果的にデプロイする準備ができていると感じている経
営幹部はわずか 2％ にすぎません¹。

 準備が進まない理由は何でしょうか。AI を企業レベルにスケーリングする
ためには多くの課題が伴いますが、すべての組織が注目すべき重要なポイント
は次の 3 つです。

 こうした質問に答えることで、AI のスケーリングに向けた組織の準備状況を
評価できます。また、さまざまな AI プロジェクトとそれを大規模に構築し、管
理するチームを支える基盤技術とガバナンスが整備されているかどうかを判
断できます。

 IT インフラストラクチャ (ネット
ワーク、ストレージ、データ、監視
システム、ロードバランサー、アプリ
ケーションなど) が十分に接続され、
最適化されていて、AI ワークロード
に対応できますか？また、AI ワーク
フローのスケーリングに対応できる、
自動化され、回復力に優れたもので
あると同時に、すべてのツールが統
合されていますか？

2. アラートや状況への迅速な対応

 AI や可観測性ツールによってイベ
ントがトリガーされた際、それを解決
するための対応や是正措置が自動化
され、整備されていますか？

 自社の環境で実行されている自
動化を制御できるという確信があり
ますか？  

¹  「シスコの 2025 年 AI ブリーフィング：CEO エディション」、シスコ、アクセス日：2025 年 6 月 2 日。

97% 2%
AI に期待を寄せ、運営への導入を計
画していると答えた世界の経営幹部
の割合¹

自身が統括する組織は AI を
効果的にデプロイする準備が
できていると感じている経営
幹部の割合¹

https://newsroom.cisco.com/c/dam/r/newsroom/en/us/assets/a/y2025/m02/Cisco-2025-AI-Briefing-CEO-Edition.pdf
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 しかし、プロジェクトが実験段階からプロダクションへと移行する中
で、可用性、スケーラビリティ、費用対効果、セキュリティなどの現実的な
要件との対立が生じます。そこで IT 運用チームや自動化チームが活躍す
ることになるのですが、残念ながら、こうしたチームを投入するタイミン
グが遅すぎるケースが多くあります。

AI の隠れたコスト

 従来のワークロードとは違って、AI プラットフォーム
には、高性能なコンピュート・インフラストラクチャ、専
用ハードウェア、大規模なデータパイプライン、一貫した
環境、そしてコンプライアンスとガバナンスのための厳格
な管理が不可欠です。さらに AI ワークロードは、静的な
アプリケーション環境とは違い、モデルの再トレーニング、
チューニング、再デプロイが行われるにつれて、急速に発
展していきます。

 IT 運用チームが自動化されたレポートのエラーやパ
フォーマンスの問題を診断し、それに手動で対応するのに
かかる時間は、ますます増えています。

 このような新たに生じる要件によって、運用上の負担
はより一層増えます。こうした負担は、適切なアプローチ
と保護措置によって対応は可能なものの、AI プロセスの
早い段階からそれに備えて準備しておくことが最も望まし
いと言えます。

多くの組織を困難な状況にしているのが、これまでの AI イニシア
チブがデータサイエンティストや AI 開発者によって推進されてき
たという事実です。生成 AI の登場により、多くの AI イニシアチブ
は現在、ビジネス部門が直接主導する形で進められています。そ
れに伴い、こうしたイニシアチブの重点がこれまでの日々の運用か
ら、イノベーションのための実験やビジネス上の成果へとシフトし
ているのです。

生成 AI

https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-is-generative-ai
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 AI の効果的な運用を可能にするには、最初から IT 自動化を取り
入れる必要があります。ところが、多くの IT 運用リーダー、開発運用 
(DevOps) エンジニア、そしてサイト信頼性エンジニア (SRE) は、AI に
関する議論では脇に追いやられています。これは、こうした技術者が AI 
ソリューションが定義された後に、それを実現するチームとみなされるこ
とが多いからです。多くの組織にとって、それはみすみすチャンスを逃すこ
とにほかなりません。

 自動化は単なる AI の支援ツールではありません。AI の可能性を最
大限に引き出すための手段なのです。実際、CEO の 69％ は AI が企業
運営の効率向上とコスト削減につながると回答しています。その一方で、
35％ は自社のインフラストラクチャによる制約に懸念を抱えています。
CEO の過半数 (55％) が、AI に対応するためには、ネットワーク・インフ
ラストラクチャと運用のアップグレードが必要だと感じています¹。

IT 自動化によって広がるの AI の可能性

AI ワークロードをサポートす
るのに適したインフラストラ
クチャが整っていない。

AI の安全性とガバナンスに
関する明確な方針がない。

パフォーマンスの問題に手
動で対応するのに時間がか
かりすぎる。

ハイブリッド環境全体の可
視性と自動化が制限されて
いる。

 IT リーダーが抱える AI インフラストラクチャの最大の懸念点¹

¹ 「シスコの 2025 年 AI ブリーフィング：CEO エディション」、シスコ、アクセス日：2024 年 6 月 2 日。

https://newsroom.cisco.com/c/dam/r/newsroom/en/us/assets/a/y2025/m02/Cisco-2025-AI-Briefing-CEO-Edition.pdf
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IT インフラストラクチャが直
面する AI の課題

第 1 章

 AI がパイロットプロジェクトからビジネスクリティカルなデプロイメントの
段階へと進む中で、新たな課題が生じています。組織は従来の IT 環境の性
能を見直す必要に迫られているのです。

 組織は AI ワークロードの増加を予測しているにもかかわらず、インフラスト
ラクチャの成熟度は全体的に低下しています。シスコ 2024 年 AI 成熟度指標
では、6 つの主要な領域 (戦略、インフラストラクチャ、データ、ガバナンス、人
材、文化) を柱に企業を評価しています。このレポートでは、AI 戦略を 1 年以
内に導入しなければ、ビジネスに悪影響が及ぶリスクがあると認めている組
織が 59% に上るにもかかわらず、強固な AI インフラストラクチャが整ってい
ると回答した組織はわずか 15% に過ぎないことが明らかになりました²。

² 「シスコ 2024 年 AI 成熟度指標」、シスコ、アクセス日：2024 年 5 月 10 日。

15% 59%
強固な AI インフラストラクチャ
を持つ組織の割合²

AI 戦略を 1 年以内に導入しなけれ
ば、ビジネスに悪影響が及ぶリスク
があると答えた組織の割合²

 多くの企業がモデル開発や AI 分野の人材への投資を強化している一方
で、AI モデルのデプロイとスケーリングに求められる基盤となる要素を見
落としてしまうと、準備状況に格差が生まれ、さらに拡大しています。

AI の活用に向けた準備状況の格差を把握する

https://www.cisco.com/c/m/en_us/solutions/ai/readiness-index.html
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 AI の活用に向けた準備状況の格差が拡大する要因として、次が挙げられます。

AI インフラストラクチャの複雑さ

 多くの場合、ベアメタルサーバー、GPU、ネットワーク、高性能ストレージ、ハ
イブリッドクラウド環境、エッジデプロイメントなどが含まれ、それが組み合わ
さることで管理やメンテナンスが格段に複雑な環境が生まれます。

AI は高コストでリソースを大量に消費する

 ワークロード、推論サービス、データパイプラインの管理やトレーニングには、
リソースの継続的なプロビジョニング、監視、そしてチューニングが不可欠です。

AI は動的で予測不能

 AI ワークロードの応答の使用量は急激に変動するため、よりアジャイルなス
ケーリングが求められます。

きわめて重要性が高いため
廃止できない仮想マシン 
(VM) や老朽化しつつあるプ
ラットフォーム

コンテナ化された AI パイプラ
インをホストする Kubernetes 
クラスタ

トレーニングや推論のた
めのクラウド上およびオン
プレミスの  G PU クラスタ 

多様なコンプライアンス要
件に伴うシステム間の複雑
なデータフロー

 こうした要因に加え、インフラストラクチャ・チームには、既存の (しかも老朽化し
ていく) アプリケーションを維持しつつ、同時に先進的な AI サービスを立ち上げる
という二重の責任が課されています。求められるのは単なるリフト & シフト戦略で
はありません。ほとんどの組織は、以下の要素を含むハイブリッド環境をサポート
する必要があります。

 これほどまでの複雑さを手動で、あるいは断片化したツールチェーンを使って
管理しようとすれば、ボトルネックが発生し、リスクが増大し、チームがより価値
の高い革新的なプロジェクトに時間を使えなくなります。
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 多くの IT 運用チームにとって、アプリケーションや可観測性プラット
フォーム、セキュリティシステムから生成されるアラートの数は、もはや手
に負えないレベルに達しています。AI はすなわち自動化であるというの
は、よくある誤解です。実際には、AI 導入後もチームは自動化されたエ
ラーレポートの調査、パフォーマンス低下の原因の特定、異なるツールや
チーム間での是正措置の調整にきわめて多くの時間を費やしています。

 こうした障壁によって平均復旧時間 (MTTR) が延びるため、ダウンタ
イムの発生確率が上がり、AI を活用して成果を出そうとしているステー
クホルダーからの信頼も低下します。

アラート疲れと手作業による介入が進捗を遅らせる

イベント駆動型の自動化がこのギャップの解消に有効 

特定のアラートによって、あらかじめ定義されたポリシーベースのアク
ション (サービスの再起動、チケットの更新、リソースのスケーリング、
構成パラメータの調整など) をトリガーできれば、AI ワークロードをリ
アルタイムで迅速に、一貫して、正確に管理するためのアジリティが生
まれます。

イベント駆動型の自動化の詳細はこちら

https://www.redhat.com/ja/topics/automation/what-is-event-driven-automation
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AI ワークロードは事前に承
認された使用範囲内で運用
されている。

データは許可されていない
場所やサービスに送信され
ない。

変更や更新は既定のメンテナ
ンス期間中にのみ行われる。

セキュリティおよびコンプラ
イアンスの規則は一貫して適
用されている。

信頼される AI にするための保護措置を講じる

 効果的な AI インフラストラクチャは、単に稼働率や効率性が高いだけではあり
ません。顧客からの信頼や評判、法令順守にプラスにもマイナスにも影響しうる意
思決定において、AI システムが判断のための情報を提供したり、判断を行ったりす
るケースはますます増えています。IT チームはポリシーを定義し、適用することで、
以下のことを確実にする必要があります。

 スプロール化が進む動的な環境をまたぐ自動化においては、セキュ
リティおよびコンプライアンス標準を順守することが重要です。再現性、
可視性、そして制御性が重要な要件となります。HIPAA (米国医療保険
の相互運用性と説明責任に関する法律)、GDPR (一般データ保護規則)、
PCI DSS (PCI データ・セキュリティ・スタンダード)、SOX (サーベンス・
オクスリー法) をはじめとする規制基準によって、インフラストラクチャ
の要件はさらに複雑なものになります。AI システムが機密データや規制
対象データを取り扱う場合は、特にこのことが当てはまります。

 コンプライアンスを維持するという継続的なプロセスは、自動化を活
用することで大幅に改善できます。Red Hat® Ansible® Automation 
Platform では、コンプライアンス・チェックをコード化し、構成基準を
適用し、テクノロジー・ドリフトを自動的に修復できます。そのため、AI 
を支えるインフラストラクチャを常に、絶えず変化する規制要件に沿っ
た状態に保てます。

https://www.redhat.com/ja/topics/automation/automation-and-ai
https://www.redhat.com/ja/topics/automation/automation-and-ai
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自動化と AI でスキルギャップ
を解消する

第 2 章

 AI はイノベーションの飛躍的な発展に貢献してきましたが、同時に、AI 
は多くの組織が直面している技術分野のスキルギャップを一層深刻なもの
にしています。インフラストラクチャがますます複雑になり、AI ワークロー
ドの需要が高まる中、多くのチームがそれに対応するために必要な人材の
確保や育成に苦労しています。

 経験豊富なインフラストラクチャ・チームであっても、
AI の運用化を担当するとなると、苦しい立場に立たされ
ることも少なくありません。というのも、ハイブリッド環境
をサポートし、GPU、大規模なデータ、トレーニングクラ
スタを管理し、ポリシーを適用し、サービスの大規模な運
用を維持するという業務に加えて、さらに新しいツールや
プラットフォームを急いで習得することがチームに求めら
れるからです。

 このスキルギャップが拡大し、チームが担当する業務が
増え続ける状況の中で、運用のパフォーマンス、ガバナン
ス、そしてイノベーションのどれもがリスクにさらされてい
ます。

 AI プラットフォームがビジネスクリティカルなワークフローに深く浸透するにつれ、 IT 
チームにはスタックのあらゆる層で再現性、制御性、可観測性の高い運用を実現する手段
が必要となります。それはつまり、従来のランブック (手順書)、チケットベースの対応、そし
てミスが発生しやすい手動プロセスを超えた取り組みです。インフラストラクチャと AI を
連携させるための鍵となるのが、自動化です。

 AI ソリューションの有効性は、その基盤となるインフラストラクチャの有効性によって決
まります。一貫した環境、稼働時間の高い信頼性、そして効率的なスケーリングがそろって
いなければ、たとえ最も高度なモデルであっても、成果を上げることは困難です。自動化は 
AI の有効性を高めます。特に AI の大規模なデプロイに必要な可観測性ツールやポリシー
エンジンと統合すると、その効果はさらに高まります。

IT 自動化がこうした課題への対処の鍵
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 AI によってタスクやワークフローの自動化が提案さ
れることがありますが、その提案が必ずしも社内の標準
作業手順に即しているとは限りません。インフラストラク
チャが拡大し、自動化が進むのに合わせて、組織は AI シ
ステム (およびそれを管理するチーム) の動作が予測可能
で、コンプライアンスに準拠し、セキュリティに重点を置い
たものになるよう、ポリシーを適用する必要があります。

ネットワーク、ストレージ、可観測性ツール、データリポジト
リとデータベース、ロードバランサー、AI プラットフォーム
など、インフラストラクチャの各種コンポーネントを接続し
て、統合されたオーケストレーション・システムを構築する。

 こうした機能は、ワークロードがオンプレミスのデータセンター、プライベート
クラウド、パブリッククラウド、そしてエッジロケーションにまたがるハイブリッド
環境またはマルチクラウド環境をサポートする上で特に重要です。

 自動化によってガバナンスが強化されます。このことは、規制が厳しい環境に 
AI が導入される金融、医療、公共部門などの分野において特に重要です。こうし
た業界では、プライバシー保護、説明責任の明確化、可監査性は絶対条件です。

 ポリシーベースの自動化を活用することで、IT チームは次のことができるようになります。

環境が異なっても安定したモデルのトレーニングと運用が
可能な、一貫した構成を構築する。

トレーニング、チューニング、および推論に必要な環境のプ
ロビジョニングを迅速化する。

アドホックな (その場しのぎの) 変更による構成ドリフトや
パフォーマンスの不安定化のリスクを軽減する。

自動化の次のような効果が、チームによる AI のスケーリングをサポート

保護、ガバナンス、管理

AI 関連サービスのスケーリン
グまたは変更のタイミングと
方法を規定する

変更期間とアクセス制御を
適用する

自動化の対象を承認済みの
アクションまたは環境に限
定する

コンプライアンスや監査の
要件に従ったインフラストラ
クチャの変更が行われるよ
うにする
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自動化を通じて情報を具体的
なアクションに変える

第 3 章

 AI には情報を収集し、要約して洞察を導き出す驚くべき能力があります。
しかし、洞察だけでは不十分です。AI がもたらす真のビジネス価値を実現す
るためには、AI が具体的な成果につながることが必須となります。そして、そ
のためには自動化が不可欠です。

 AI ワークフローに自動化を取り入れることで、検出と対応、洞察、そして実
行という循環が生まれます。AI を活用して必要なアクションを判断し、それを
自動化によって即座に、正確に、そして大規模に実行する ― これが、IT 運用
のための人工知能 (AIOps) の核心です。

AI インフラストラクチャと運用の標準化

 AI ワークロードをサポートするには、スケーラブルで再
現性が高く、一貫性のあるインフラストラクチャが必要で
す。トレーニングパイプライン用の Kubernetes クラスタ
の構築から、ハイブリッド環境における GPU 使用量の
管理まで、インフラストラクチャ・チームには安定性を損
なうことなく迅速に対応することが求められます。

 AI ワークロードを既存の IT 環境に統合するにあたっては、データサ
イエンティスト、開発者、事業部門、IT 運用部門など、複数のチーム間の
連携が不可欠です。標準化されたプロセスを確立し、Infrastructure as 
Code (IaC) の手法を活用することで、チーム同士が協力して、ハイブリッ
ドおよびマルチクラウド環境における AI ソリューションのデプロイメント
を効率化できます。

 AI を搭載したものを含む自動化ツールを利用すること
で、プロセスを最適化し、手作業の負担を軽減できるため、
こうしたボトルネックが軽減されます。

 IT 自動化は、AI インフラストラクチャのオーケストレーションにおいて、次のような重要な役割を果たします。

オンプレミス、クラウド、エッジのすべて
の環境における AI インフラストラクチャ
のデプロイメントを単純化する 

トレーニングや推論に使用される環境
のライフサイクルにわたる一貫性を管
理する

再現性を維持し、毎回クリーンで安定し
た環境でモデルのトレーニングが実行
されるようにする
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AIOps を最大限に活用する

 運用の成熟度向上に向けた次のステップでは、自動化されたアラートから自動化され
た解決へと進みます。Splunk、Dynatrace、Datadog などの AI 可観測性ツールや独自
の機械学習 (ML) ベースシステムでは、システム動作の異常を検出できます。しかし、検
出するだけでなく、こうした洞察に基づいて具体的に対応するためのダウンストリーム・メ
カニズムが必要です。

 これにより、AI が生成した洞察をもとにインフラストラクチャの自己修
復が行われるクローズドループ型対応システムが生まれるため、MTTR が
短縮され、繰り返し発生するタスクがチームの手から離れます。

 イベント駆動型の自動化によって、次のことが可能になります。

AI が検出した条件に基づいて、自
動的に是正措置をトリガーする

繰り返し発生するインシデントに
対する既知の対応をコード化するこ
とで、問題をより迅速に解決する

AI ツールを意思決定エンジンとして取
り入れると同時に、自動化プラットフォー
ムを実行プレーンとして活用する

https://www.redhat.com/ja/blog/introducing-red-hat-insights-integration-splunk
https://catalog.redhat.com/partners/detail/47d81f18cf1211ed8b8702e289077cf5
https://www.redhat.com/ja/blog/automate-actions-datadog-observability-data
https://interact.redhat.com/share/kCuEEAIeU2a8plQcDALz
https://interact.redhat.com/share/kCuEEAIeU2a8plQcDALz
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自信を持ってAI 推論を実行する

 AI モデルによって、カスタマーサービス、不正検知、サプライチェーンなどさまざ
まな分野における意思決定が加速していく中では、保護措置がきわめて重要です。

 こうした制御機能をプロセスにエンドツーエンドで組み込むことにより、AI 
の機能を安心して活用しつつ、信頼性とコンプライアンスを維持できます。

 自動化で次のことが実現することにより、AI の運用に対する信頼と監視体制を確立し、維持できます。

データへのアクセスや使用、モ
デルのデプロイメントにコンプ
ライアンス規則を適用する

社内のガバナンス要件を満たすように、
セキュリティを重視したパイプラインを
オーケストレーションする

プロダクション稼働時間中に更新を適用
する、または過剰なクラウドリソースを
起動するなどのポリシー違反を防止する
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IT 自動化と AI に対する 
Red Hat の戦略的アプローチ

第 4 章

 AI を効果的に活用する上で重要なのは、優れたモデルの構築だけではあ
りません。モデルを支える優れたシステムの構築が重要です。

 自動化と AI に対する Red Hat のアプローチは、オープンソースの原則に基
づくもので、組織がイノベーションとその実行との間にあるギャップを解消でき
るよう支援することを目的としています。Red Hat が目指すのは、ますます複
雑化する IT 環境において、さまざまなスキルレベルのチームが自信を持って 
AI イニシアチブをサポートし、変化に対応し、コンプライアンスを維持できる
ようにすることです。

スケールとスキルの多様性に対応した 
IT 自動化

 IT 自動化は、AI インフラストラクチャの複雑さを解
消します。Red Hat Ansible Automation Platform では、
AI インフラストラクチャは、ネットワーク、クラウド、ス
トレージ、仮想化などと同じ 1 つのドメインにすぎませ

ん。Ansible Automation Platform を利用することで、ベ
アメタル GPU からクラウド環境、エッジクラスタまで、AI 
インフラストラクチャ全体のプロビジョニング、構成、コン
プライアンスを一貫して管理できます。

デプロイメントの標準化

 Ansible Playbook を使用することで、一貫した再現性のある方法で、オペ
レーティングシステム、サーバー、ストレージ、モデル、コンテナ、データ、ネッ
トワークリソースなどの AI コンポーネントをデプロイできます。Ansible 
Automation Platform では、Infrastructure as Code の手法によって、 あら
ゆる AI 環境における一貫性と信頼性を促進するとともに、設定エラーや不一
致の発生リスクを低減します。
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データ管理

Red Hat AI ポートフォリオとの密接な統合

 AI モデルのトレーニングで最も難しいタスクの 1 つは、データをそれが作成
された場所からトレーニングに使用できる場所に移動させることです。Ansible 
Automation Platform は、効率的で大規模なデータの移動をサポートすると同
時に、必要なユーザーに保護された適切なアクセスを付与するために不可欠なプ
ラットフォームです。

 Ansible Automation Platform は、Red Hat AI ポートフォリオの各種プラット
フォームを接続、構成、調整しやすくするコレクションやツールを備えています。

 チームが AI の需要拡大に応えられるよう、Ansible Automation Platform 
には、拡大する IT スキルギャップに対応するために特別に設計された機能が
搭載されています。

 Red Hat Ansible Lightspeed は、Ansible Automation Platform の高度
な生成 AI サービスです。ユーザーの専門知識を強化し、自動化チームの生産
性や意思決定を向上させ、運用上の課題をより迅速に解決できるように支援
します。Red Hat Ansible Lightspeed は、IT 部門や開発者の生産性を向上さ
せ、スキルギャップに対処し、オンボーディングの課題を解消します。Ansible 
に特化したガイドラインや提案を利用できるため、自動化チームは IT の複雑
な要件に対応できます。

https://www.redhat.com/ja/products/ai
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/ansible-lightspeed


17

自動化の管理を迅速化

効率的にコードを作成

コードの品質を維持

 ドキュメントへの統合アクセスにより Ansible Automation Platform の管
理を単純化すると同時に、セットアップ、構成、メンテナンス時によくある摩擦
ポイントを解消できます。信頼性の高い Red Hat のデータソースでトレーニン
グされた Ansible Lightspeed インテリジェント・アシスタントは、管理者が 
Ansible プラットフォームの操作環境で直接オンボーディングやトラブルシュー
ティングを行うのを支援します。まるで Ansible のエキスパートがすぐそばでア
シストしてくれているようです。

 Ansible Visual Studio (VS) Code 拡張機能によって、コード編集環境に直
接、信頼性の高いコードが提案されるため、Ansible コンテンツをより迅速か
つ正確に作成できます。Ansible Lightspeed では、1 つのプロンプトから、単
一のタスク、複数のタスク、または Ansible Playbook やロールを作成できます。
独自の Ansible コンテンツを使ってモデルをカスタマイズすることで、生成 AI 
による提案をさらに精緻化し、精度を向上させられます。

 Ansible コードボットは、一般的なベストプラクティスに従って自動化コー
ドベースを最新の状態に保つのに役立ちます。既存のコンテンツをスキャンし
て、すぐにレビュー、テスト、適用できるアップデートを自動的に提案するた
め、品質と一貫性を開発ライフサイクル全体で維持しやすくなります。Ansible 
Automation Platform の次のバージョンにアップグレードする前に、シンプル
な方法で Ansible コードのモダナイズと強化を進め、Ansible Automation 
Platform への移行を加速します。

 Red Hat Ansible Lightspeed は、自動化の導入障壁を下げ、インフラストラ
クチャ、DevOps、プラットフォームのすべてのチームによる自動化の導入を加
速させます。そのため、組織の AI 目標の拡大に合わせて、同じペースで自動化
に関する専門知識を増やせます。

https://www.redhat.com/ja/blog/getting-started-red-hat-ansible-lightspeed-ibm-watsonx-code-assistant
https://docs.redhat.com/ja/documentation/red_hat_ansible_lightspeed_with_ibm_watsonx_code_assistant/2.x_latest/html/red_hat_ansible_lightspeed_with_ibm_watsonx_code_assistant_user_guide/using-code-bot-for-suggestions_lightspeed-user-guide
https://docs.redhat.com/ja/documentation/red_hat_ansible_lightspeed_with_ibm_watsonx_code_assistant/2.x_latest/html/red_hat_ansible_lightspeed_with_ibm_watsonx_code_assistant_user_guide/using-code-bot-for-suggestions_lightspeed-user-guide
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Event-Driven Ansible でリアルタイムに対応

 AI システムの運用化が進むと、対応の早さがきわめて重要となります。モデ
ルトレーニング中のコンピュート容量のスケーリングや、プロダクション環境で
の推論におけるパフォーマンス異常への対応など、インフラストラクチャにはリ
アルタイムでの適応が求められます。

 Event-Driven Ansible は、Ansible Automation Platform の主要なコン
ポーネントです。Event-Driven Ansible を使用することで、チームは特定のイ
ベント (システムアラート、ポリシー違反、AI によって生成された洞察など) へ
の対応として、自動化されたアクションを定義し、実行できます。

 Ansible Automation Platform に可観測性ツールや AI システムを直接統合
することで、組織はより一層迅速に洞察をアクションに移し、大規模な AIOps 
を促進できます。

 このプロアクティブな機能により、次のことが実現します。

インシデントがエスカレート
する前にシステムによる自動
修復ができる。

リソース使用量を動的にス
ケーリングできる。

変化の激しい環境でも、ポリ
シーを即座に適用できる。

チケットのエンリッチメント
により、MTTR やサービスリ
クエストへの対応を迅速化
できる。

Event-Driven Ansible の仕組み 

Event-Driven Ansible は、ルールによって、イベントのソースを対応するアクション
と結びつけます。Ansible Rulebook はイベントソースを定義し、イベントが発生し
たときに実行するアクションを記述します。設計したルールブックに従って、Event-

Driven Ansible は指定されたイベントを認識し、指定した条件が満たされているか
どうかを確認した上で、自動的に適切なアクションを実行します。ルールブックから
信頼できる Ansible Playbook を呼び出すこともできます。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/event-driven-ansible#:~:text=Event%2DDriven%20Ansible%20can%20process,address%20or%20remediate%20the%20event.
https://www.redhat.com/ja/topics/automation-and-management/ansible-rulebook-toha
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プラットフォーム開発ライフサイクルの早い段
階で自動化ステージを取り入れることで、こ
の追加のステップによって作業が遅れるどこ
ろか、むしろスピードが大幅に向上しました³。

 スペインの大手保険会社である Mutua Madrileña が
直面していたのは、60 を超える種々のプラットフォームを
管理しなければならないという課題でした。こうした環
境は、特に複数の企業の買収や合併を経たことで複雑化
していましたが、会社のデジタルニーズを支える上で欠か
せないものでした。この複雑さを軽減するため、Mutua 
Madrileña は運用の効率化と可観測性の向上を目指しま
した。

 自動化の実行時にポリシーを適用することは、効果的
な AIOps を実現するための重要なベストプラクティスで
す。自動化の対象となる範囲を明確に定義することで、AI 
を活用した自動化が厳密に承認されたパラメータの範
囲内で動作し、組織のポリシーやコンプライアンス標準
に沿って実行されるようにすることができます。Ansible 
Automation Platform を使用すると、自動化の実行時に
ポリシーを適用して、すべての AIOps アクションを意図し
た結果と整合させることができます。

 Ansible Automation Platform を Dynatrace と統合す
ることで、イベント駆動型の自動化を導入し、インシデント
をプロアクティブに特定し、解決できるようになりました。
それにより、こうした業務にかかっていた時間が短縮され、
リスクも大幅に低減しました。その結果、サービスチケット
の件数が 50% 減少するとともに、問題解決までの所要
時間も短縮されました。

Marta Ceciliano 氏
Mutua Madrileña ミドルウェア、自動化、可観測性の統括責任者

AI と自動化の事例

ポリシーを適用して AI をコントロール

³ Red Hat 事例、「Mutua Madrileña、Red Hat Automation Platform を採用」、2023 年 11 月 15 日。

https://www.redhat.com/ja/resources/mutua-madrilena-adopts-automation-case-study
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/automated-policy-as-code
https://www.redhat.com/ja/resources/mutua-madrilena-adopts-automation-case-study
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自動化で AI を成功させるため
の基盤を築く

詳細はこちら

お客様事例を見る 

Red Hat Ansible® Automation Platform 
と AI の事例

 自動化がどのようにインフラストラクチャのオーケス
トレーションを支援し、AIOps を促進し、AI にポリシー
ガードレールを適用するのかをご覧いただけます。

 Red Hat はどのように AI による洞察を具体的なアク
ションにつなげているのでしょうか。詳しくご紹介します。

 インフラストラクチャのレジリエンス向上、ハイブリッド環境のオーケスト
レーション、AIOps を活用したインテリジェントな対応の促進をはじめとする
さまざまな取り組みにおいて、自動化は AI を戦略的ビジョンから具体的な成
果に変える上で不可欠な要素です。

 組織全体でのコラボレーション、自動化のスケーリングを可能にし、AI の目
標達成を支援する一貫したプラットフォームを取り入れて、AI の効果的な活用
に向けた次のステップに進みましょう。

Copyright © 2025. Red Hat, Inc. Red Hat、Red Hat ロゴ、および Ansible は、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. 
またはその子会社の商標または登録商標です。

ブログを読む

ユースケースを見る

https://www.redhat.com/ja/blog/3-automation-use-cases-drive-ai-value-it-operations
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/ai-automation

